
２ 一般会計・特別会計実質収支

 うち地方

 歳 入 総 額  歳 出 総 額  歳入歳出  実質収支額  自治法第

差引額  233条の2

 継続費 繰  越 事　故  　　計  の規定に

 逓　次 明許費 繰越し  よる基金

 　　　　　Ａ 　　　　　Ｂ   Ｃ (A-B)  繰越額 繰越額 繰越額  　　　　Ｄ  　Ｅ (C-D)  繰入額

739,763,253 736,704,480 3,058,773 -     2,803,158  72,474  2,875,632 183,141 91,571

 競輪事業 17,273,548 17,233,415 40,133 -     -         -      -        40,133 -

 卸売市場事業 1,572,404 1,532,087 40,317 -     40,317     -      40,317    0 -

特  国民健康保険事業 121,786,546 121,426,575 359,971 -     -         -      -        359,971 -

 母子父子寡婦福祉 374,798 277,110 97,688 -     -         -      -        97,688 -

    資金貸付事業

 後期高齢者 16,117,565 15,391,060 726,505 -     -         -      -        726,505 -

別
        医療事業

 公害健康被害 210,676 64,880 145,796 -     -         -      -        145,796 -

        補償事業

94,703,947 93,621,350 1,082,597 -     -         -      -        1,082,597 -

9,786,066 9,410,762 375,304 -     374,197    -      374,197   1,107 -

 会 98,497 98,496 1 -     -         -      -        1 -

        共済事業

642,465 469,220 173,245 -     56,033     -      56,033    117,212 -

549,330 439,945 109,385 -     58,509     -      58,509    50,876 -

   ゴルフ場事業

 計 345,031 345,031 0 -     -         -      -        0 -

      取得等事業

225,280,947 225,280,947 0 -     -         -      -        0 -

　実質収支      形式収支（歳入歳出差引額）から翌年度繰越事業費等に充当されるべき財源を差し引いた実際の当年度の

　　　　　　　　収支を明らかにするものである。

 公債管理

 墓地整備事業

 生田緑地

 公共用地先行

 　翌年度へ繰り越すべき財源

 一般会計

 港湾整備事業

 勤労者福祉

 介護保険事業

区　　　　分


